
金

源

古

蹴

志

巻

廿
削

り
。
是
は
山
か
し
た
る
か
と
訟
も
ふ
臨
と
。
光
悦
m
E

り
‘
い
か
ピ
の

御
都
に
御
邸
候
哉
と
巾
上
げ
h

る
庭
、
附
人
な
が
ら
ね
ば
在
者
共

也
。
出
家
中
公
事
沙
汰
陀
刷
て
も
‘

ね
り
込
み
念
陀
坪
明
ざ
る
ゆ
ゑ
‘

一日
過
ぎ
て
津
間
玄
蒋
宅
よ
り
山
火
し
け
り
。
尖
比
央
村
公
岐
、
町

出
中
行
雨
人
民
逢
ひ
、
過
日
の
訟
餓
各
の
勝
也
。
は
や
玄
審
よ
り
山川
火

殺
し
た
り
と
被
ν
申
け
る
と
也
。
又
回興
本
微
妙
公
夜
話
鋒
に
、
或
時
本

阿
制
岬
光
悦
に
御
意
被
ν
成
。

仕削
血
に
出
か
し
た
り
と
忠
ム
革
、
一
つ
な

ら
で
注
し
。
森
櫛
太
夫
と
茨
木
孤
五
左
衛
門
と
を
寺
刑
事
行
に
し
た

ひ
、
常
民
火
を
取
扱
ふ
職
人
な
れ
ば
、
以
後
の
待
禁
牢
可
s
巾
付
日
と
い

は
れ
け
れ
北
ハ
、
雨
入
句
取
引
せ
十
。
先
づ
共
分
に
て
止
み
け
る
施
、
二

之
問
、
叱
り
候
て
牢
合
迄
に
は
及
ぶ
ま
じ
き
阪
か
と
作
宇
。
共
上
侍

屋
敷
よ
り
若
し
出
火
の
時
は
、
閉
門
広
て
も
不
v

被
島仰
い
付
-て
は
成
附

敷
.
士
は
共
分
、
町
人
は
牢
合
と
有
り
て
は
如
何
也
と
云
ム
。
杭
山

友
街
門
は
慌
の
強
き
仁
左
る
ゆ
ゑ
、
い
や
/
¥
自
飴
の
町
人
と
迷

兵
術
閑
人
金
様
町
単
行
之
時
分
、
開仲
川
溢
の
鍛
治
の
家
よ
り
出
火

す
。
年
寄
中
町
奉
行
を
呼
寄
せ
‘
沙
汰
の
限
り
た
る
事
也
。
共
の
屋

主
牢
舎
可
申
付
と
の
都
也
。
雨
入
中
し
け
る
は
、
尤
不
沙
汰
K
仕
る

放
に
は
候
へ
ど
も
、
己
が
家
主
飽
き
皮
て
火
を
廊
掠
に
す
る
者
も
無
v

へ
と
云
ム
。
航
太
夫
此
金
子

E
仰
.
帆一
ν
滞
的
関
し
‘
追
付
制
品
仰
を
自

立
て
返
排
す
。
先
年
の
飴
山
民
灼
抑
制
也
と
云
々
。
ま
た
町
削
叫
小
悦
民
、

森
山
間
太
夫
小
姓
瑚
相
勤
め
、
江
戸
陀
相
訪
居
た
る
比
、
防
附
公
判
鉱

家
よ
り
い
ん
と
烏
と
い
ふ

'
U
E拝
領
被
v
成
、
御
耽
u
院
の
攻
川
広
被
ν

う
悦
び
し
と
云
々
。
越
川
K
一再ふ
。
森
が
親
類
佐
藤
成
刊
日
く
、
此

都
よ
り
し
て
以
後
，
玄
民
心
安
く
巾
・
通
じ
け
る
慮
、
或
時
森
柿
太
夫

俄
に
御
悶
へ
被
v
治
事
布
り
け
る
に
、
銀
子
を
貸
る
人
も
な
く
、
関
よ

り
は
取
寄
雛
く
、
甚
だ
縦
俄
の
路
、
彼
浪
人
見
廻
り
か
as

り
.
此
山

を
聞
き
.
何
卒
才
覚
せ
ん
と
て
腕
り
け
る
が
、
何
と
か
仕
た
り
け
ん
、

金
百
附
を
求
め
掠
り
・
此
皮
の
都
ゆ
ゑ
才
覚
仕
た
り
・
日
吋
々
一
広
曲
川
給

す
。
喪
主
抽
出
人
な
る
ゆ
ゑ
、
是
は
銀
子
五
六
枚
も
仕
る
も
の
也
、
円
却

に
て
も
牢
人
の
使
に
は
成
可
ν
申
候
と
て
返
し
け
れ
ば
、
彼
ヰ
人
い
か

ひ
し
に
、
日
叫
以
之
外
飽
き
ゅ
主
、
後
隊
総
梁

K
見
せ
け
れ
ば
、
川
県

彫
の
よ
し
申
す
に
付
い
て
.
HI
m揖
媒
を
以
て
彼
自
貨
を
賢
乎
に
返

難
儀
が
り
て

永
引
詮
な
し
と
巾
分
に
出
る
も
の
あ
る
ま
じ
と
仰
む

被
v

遊
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
.
布
寺
枇
車
中
行
を
命
ぜ
ら
れ
し
は
.
鋭

安
一
花
年
の
事
也
。
今
枝
直
方
自
記
に
、
或
人
の
回
く
、
森
航
太
夫
と

い
ふ
小
姓
矧
あ
り
。
後
赴
悠
と
い
ふ
。
江
戸
陀
於
て
脇
拐
を
一
眼
目
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